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要  旨 

GEONETで観測された「平成20 年（2008 年）岩手・

宮城内陸地震」による地殻変動から速報的な地震断

層モデルを作成した．推定された断層は，電子基準

点「栗駒２」における非常に大きな変動を説明する

西傾斜の逆断層で，地震の規模を示すモーメントマ

グニチュード（Mw）は6.9となった． 

 

１．はじめに 

2008年６月14日8時43分に発生した「平成20 年

（2008年）岩手・宮城内陸地震」は，気象庁の発表

によれば，震源の位置が北緯 39 度01.7 分，東経 140 

度52.8 分，深さは８kmで，マグニチュード（Ｍ）7.2

の規模であった．震源に近い，岩手県奥州市と宮城

県栗原市で震度６強，宮城県大崎市で震度６弱を観

測し，死者１名のほか，多数の家屋が全壊するなど

の大きな被害が発生した．地理地殻活動研究センタ

ーでは，GEONETにより観測された地殻変動データか

ら速報的な断層モデルを作成し地震発生４日後の６

月18日に発表した．本稿では，この断層モデルにつ

いて報告する． 

 

２．GEONETで観測された地殻変動 

この地震の発震機構については，北北東－南南西

方向に走向を持つ逆断層であることを気象庁，大学

等が直後の地震計観測データの解析から推定してい

た．国土地理院でも，岩手・宮城内陸地震に伴う地

殻変動を電子基準点の観測データで把握し，震源の

東側（電子基準点「栗駒」「平泉」など）では西か

ら北西方向，震源の西側（電子基準点「東成瀬」「皆

瀬」など）では東から東南東方向の変位であること

を数時間後には確認していた．これは地震波解析の

結果と整合する東西圧縮の逆断層による地殻変動の

パターンであるが，断層面の傾斜方向がどちらであ

るかについては確証が得られずにいた．しかし，地

震直後からの停電と通信途絶のため変動量が確認で

きなかった震源に近い電子基準点「栗駒２」につい

て６月17日にデータを回収して解析した結果，水平

で1.5ｍ，上下で２ｍを超える大きな変位があったこと

などを確認することができた（宮原ほか,2008）． 

また，電子基準点「栗駒」と「鳴子」については現

地で確認された電子基準点ピラーの傾斜を補正して地

殻変動データを得た．「水沢１」については傾斜量の

推定が不確実だったため最初のモデル作成時には推定

計算時に重みを下げて採用した． 

 

３．断層モデルの作成 

地理地殻活動研究センターでは，初期的な地震断層

モデルを作成する際には断層の形状を上端が地表に平

行な長方形として，震源断層の場所と深さ，走向と傾

斜，長さと幅，断層面上の一様な滑り量と滑り方向を

推定する．地殻を半無限弾性体と仮定して地表の変位

から（Okada，1985）に基づいたインバージョンプログ

ラムによって断層のパラメータを推定するこのモデル

は「矩形断層モデル」と呼ばれる．このような単純な

モデルでも，破壊領域の広がりや地震の規模を示すモ

ーメントマグニチュードなどが概略求められる．より

詳しいデータの集積を待って作成される詳細なモデル

の基礎となるものであるが，モーメントマグニチュー

ドの値は詳細なものを作成しても0.1程度しか変わら

ないものが得られることが経験的に期待される．ただ

し，断層面の傾斜方向についてはモデルによる計算値

と観測値との一致度に関する統計的な指標だけでは判

定しがたいことがある． 

岩手・宮城内陸地震についても，初期には断層面の

傾斜方向の確定が困難であったが，「栗駒２」の地殻

変動データが加わって，GEONET（R2解）に基づく地震

断層モデルを東傾斜，西傾斜の両方の断層面について

作成，再検討することができた．その結果，東傾斜の

断層面では観測データとの一致が良くないことが分か

り，また，余震分布の情報とも整合することから，西

傾斜のモデルを採用して６月18日に発表した．（国土

地理院，2008） 
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図－１ GEONET観測結果に基づき推定された矩形断層

モデル．西傾斜の逆断層で上端の深さが0.7km

と浅い 

 

得られた結果を図－１に示す．西下がりの面を持

つ逆断層であり，震央から南南西方向に伸びている．

図にパラメータを示した．断層の長さが20kmと，

Mw=6.9という規模にしては短く推定されたが，これ

は震央の北側にある電子基準点「胆沢」の変動量が

約３cmと小さかったため，断層を震央からあまり北

側へ伸ばせなかったためである．一方，滑り量は4.6

ｍと大きめに推定された．上端の深さは0.7kmとかな

り浅いものとなっている．これは，「栗駒２」での

非常に大きな変動量を説明するには断層がかなり浅

くなければならないことを示している． 

 

このモデルについては，６月26日に開かれた地震調

査委員会の臨時会でも報告された． 

 

４．より詳細なモデル作成に向けて 

GEONET地殻変動データからは以上のような断層の位

置・形状が推定されたが，余震の震源分布から見ると，

推定された断層の深さは震源分布よりも有意に浅く，

断層面が震源（深さ８km）を通らない，という問題も

指摘された． 

一般に震源決定精度は水平方向に比べて深さ方向が

悪く，震源直上の臨時観測点データなどが集まると，

より浅く決まるようになる傾向がある．一方，矩形断

層モデルでは非常に大きい変動が変動を示した「栗駒

２」観測点１点のデータにひきずられて上端の深さが

浅く決まりすぎている可能性もある． 

これらの課題は，SARデータによる面的な地殻変動分

布を取り入れ，断層面上の滑り分布を推定することで

改良された詳細な断層モデル作成まで解決を待つこと

となった． 

 

５．おわりに 

大地震後速やかに地震断層モデルを作成することは，

地震調査委員会等に報告し地震の評価，地震像の解明

を行うためにも重要な情報であるが，測量を所掌する

国土地理院としては別の目的もある．すなわち，地震

による地殻変動により基準点成果に異常が生じること

が想定されるため，測量成果を停止しなければならな

いが，その範囲を決定するためには基準点での測量を

待たずに，断層モデルでの推算により速やかに行う必

要がある．今回の場合も，モデル作成の翌日６月19日

に成果停止範囲が公表されている． 

地理地殻活動研究センターとしては，大地震後でき

るだけ速やかに，かつ有意義な断層モデルを，その時

点で得られた情報に基づく最善のものとして今後も作

成していきたい． 

なお，SARのデータに基づき作成された詳細な断層モ

デル（滑り分布モデル）については追って報告するこ

とを予定している． 
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